
TARUMI〔第２次〕垂水町まちづくり計画

自然と歴史が調和し
人が輝くふるさと垂水

やすらぎと生きがいのある町たるみをつくる会

平成30年４月策定



はじめに

　はじめに

　平成５年６月に発足した「やすらぎと生きがいのある町たるみをつくる会（略称　垂水やすらぎ

の会）」は、平成 20 年４月に「第１次まちづくり計画」を策定し、垂水のまちづくりを進めてまい

りましたが、すでに 10 年を経過しました。そこで、この計画をさらに推し進めていくため、「垂水

町まちづくり計画策定委員会」を立ち上げて検討を行い、このほど「第２次まちづくり計画」を策

定いたしました。

　「第１次まちづくり計画」では、垂水の将来像「自然と歴史が調和し、人が輝くふるさと垂水」を

具現化していくため、「３本のまちづくりの柱」を打ち立て、皆様方と垂水のまちづくりに積極的に

取り組んでまいりました。「環境、防犯、防火・防災」事業では、たるみふれあいまつりでの花の苗

プレゼントや垂水防犯パトロール隊の活動など、「教育文化」事業では、白寿会による小学校ふるさ

と学習や『垂水町誌』の発刊など、また「健康福祉、人づくり」事業では、介護予防体操や各種料

理教室など多種多様な行事を行ってまいりました。なかでも、垂水町誌編集委員の英知を結集し６

年の歳月をかけて作成しました垂水町誌につきましては、多くの方々からお褒めの言葉をいただき、

更に平成 29 年度の「丸亀市まちづくり大賞」も受賞いたしましたことは、垂水やすらぎの会として

大きな喜びであり垂水町民の誇りでもあります。

　これまでに取り組んでまいりました事業は、いずれの内容も垂水の地域づくりに欠くことのでき

ない大切なものであるため、今回策定した「第２次まちづくり計画」は、「第１次まちづくり計画」

を充実していくとともに、これまで実施してきたまちづくり事業の中で感じた新しい垂水の姿を実

現していくことを目的としています。

　また、本計画期間中には、丸亀市により垂水コミュニティセンターが改築されますので、新しい

充実したセンター機能を最大限に活かした各種事業の更なる活発化が期待されるところであります。

　このようななか、まちづくりを進めていくうえで、特に「人づくり」はまちづくりの根幹であり、

しかも幼少期から始めていくことが極めて重要であります。幸い、垂水は文化遺産が点在しており、

子どもを育てていくために必要な人材の宝庫でもあります。未来を担う子どもたちと豊富な知識や

経験を有する大人たちが交流することで、子どもたちが「垂水」というふるさとを大切に思い、ま

た垂水を発展させていってくれるのであれば、我々はそのための努力を惜しむものではありません。

地域住民の力で子どもを育て、新しい垂水のまちを皆さんと一緒につくり上げていこうではありま

せんか。

　これからも、垂水町まちづくりやコミュニティ活動に皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 30 年４月

やすらぎと生きがいのある町たるみをつくる会
（垂水やすらぎの会）

会　　長　　　　奥　　田　　　徹
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垂水の概要 はじめに垂水町まちづくり計画資料

１－１　位置と現状
　垂水は丸亀平野の中央部にあり、北緯 34 度 17 分、東経 133 度 47 分に垂水小学校が位置して

います。町の東側には土器川が南北に流れており、西側には県道４号線（旧金毘羅街道）と、東側

には 199 号線が南北に走っています。はるか南には讃岐山脈の高峰大川山、南西には象頭山、北東

に飯野山などの山々を望むことができ、垂水のどこから見てもその眺めは美しく、非常に恵まれた

ところです。全地区平坦な農村地帯であり、また近年、中讃地域のベッドタウンともなっています。

県下唯一の一級河川である土器川の流域の中で垂水付近が最も川幅が広くなっており、そのため洪

水対策として古くから遊水地（かすみ堤）が造られています。そこが、自然公園として整備される

とともに、緊急時の防災施設も造られました。

　町の大きさは、南北 4.045 キロメートル、東西 1.743 キロメートルで、面積はほぼ 3.7 平方キロメー

トルあります。町南端の標高は 57 メートル、北端の下所は 29.5 メートルで、南北では概ね 150 メー

トルごとに約１メートル標高が変わります。

　なお、丸亀平野の南部は扇状地となっており、山に降った雨水が扇状地で地下水となって流れ、

丁度垂水の付近で地表に出水となって現れてきます。垂水に出水が多く点在するのはこのためであ

り、垂水の特徴となっています。

第１章　垂水の概要
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垂水の概要 垂水町まちづくり計画 資料もくじ
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１－２　人口及び世帯数の推移
　明治以降、垂水町の人口及び世帯数はともに増加してきましたが、昭和 33 年 5 月に丸亀市と合併

して以降、特に世帯数の増加がみられます。

　昭和 40 年代までは、高度経済成長期を反映した都市部への人口流出などもありましたが、昭和

50 年以降は、丸亀市及び周辺地域での企業立地による住宅需要の高まりや、さらにはモータリーゼー

ションの進展などによる利便性の向上などにより、近隣の郡家町、三条町、川西町などと同様に良

好な住宅地として注目を集め始めました。昭和 55 年頃からはその傾向が顕著になり、平成に入って

からは市南部地区においても他地区を上回るペースで人口が増加してきました。

国調年 昭和 昭和 昭和 昭和 平成 平成 平成 平成 平成 平成
45 年 50 年 55 年 60 年 ２年 ７年 12 年 17 年 22 年 27 年

人　口 2,092 2,196 2,494 2,885 3,508 4,245 4,775 5,519 5,624 5,681
世帯数 506 550 640 746 953 1,222 1,449 1,750 1,874 1,968
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国調年

昭和
４５年

昭和
５０年

昭和
５５年

昭和
６０年

平成
２年

平成
７年

平成
１２年

平成
17年

平成
２２年

平成
２７年

人　口 2,092 2,196 2,494 2,885 3,508 4,245 4,775 5,519 5,624 5,681

世帯数 506 550 640 746 953 1,222 1,449 1,750 1,874 1,968

単位：人・世帯

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

昭和
４５年

昭和
５０年

昭和
５５年

昭和
６０年

平成
２年

平成
７年

平成
１２年

平成
17年

平成
２２年

平成
２７年

人　口 世帯数

垂水町人口・世帯数動向＊＊＊＊垂水町人口・世帯数動向＊＊＊＊



2 3

垂水の概要 はじめに垂水町まちづくり計画資料

１－３　公共施設
　町内には、垂水コミュニティセンター、丸亀市立垂水小学校、丸亀市立垂水こども園、土器川水

防センター、丸亀市浄水場、丸亀警察署垂水駐在所及び丸亀市消防団第 12 分団屯所があります。

垂 水 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー

丸 亀 市 立 垂 水 こ ど も 園

丸 亀 市 浄 水 場

丸 亀 市 消 防 団 第 1 2 分 団 屯 所

丸 亀 市 立 垂 水 小 学 校

土 器 川 水 防 セ ン タ ー

丸 亀 警 察 署 垂 水 駐 在 所
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垂水の概要 垂水町まちづくり計画 資料もくじ
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１－４　公園
　町内には、唯一の土器川生物公園があります。生物公園には、年間を通して多くの小鳥が集い、

豊富な花々が咲き誇ります。散策に、スポーツに、自然観察に利用できます。

● 公園の小鳥

● 公園の花々
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垂水の概要 はじめに垂水町まちづくり計画資料

１－５　神社・寺院
　(1) 神社

祭神として、田心媛命（たごりひめのみこと）など五柱をお祀りしている垂水神社があります。

　(2) 寺院等

安楽寺、観音寺、願誓寺、西教寺、浄楽寺、善行寺、西坊龍元寺の七か寺及び金光教教会があ

ります。

安 楽 寺

観 音 寺

西 教 寺願 誓 寺
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垂水の概要 垂水町まちづくり計画 資料もくじ
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善 行 寺

金 光 教 教 会

浄 楽 寺

西 坊 龍 元 寺
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垂水の概要 はじめに垂水町まちづくり計画資料

１－６　連合自治会及びコミュニティ組織
　現在、垂水町連合自治会は 42 の単位自治会で組織されています。

　また、丸亀市には 17 のコミュニティ組織がありますが、垂水コミュニティは平成５年６月に「垂

水やすらぎの会」と称して、「飯野」「みなみ」に次いで３番目に発足しました。

１－７　文化財
　● 垂水神社湯立神楽　（昭和 61 年４月１日付市指定文化財）

　　　　　　　　　　　（平成７年３月 31 日付県指定無形民俗文化財）

　● 今田邸内七重塔　（昭和 46 年８月 27 日付市指定文化財）



8

垂水の概要 垂水町まちづくり計画 資料もくじ
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１－８　自然・景観
　● 垂水神社社叢（鎮守の森）　（平成 12 年 12 月 20 日付市指定保存樹林）

　● ため池（上池、竜社池、枡池）

　● 出水（中井出水他 28 か所）

　● 垂水城址（浄楽寺）

　● 金毘羅街道垂水茶堂跡

　● 大川神社垂水分社

上 　 池

垂 水 城 址 （ 浄 楽 寺 ）

大 川 神 社 垂 水 分 社

垂 水 神 社 社 叢 （ 鎮 守 の 森 ）

中 井 出 水

金 比 羅 街 道 垂 水 茶 堂 跡
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垂水の概要 はじめに垂水町まちづくり計画資料

１－９　年中行事
　垂水コミュニティでは垂水ふれあいまつり、敬老会、町民ふれあい運動会、ふれあいウォーク、

町民球技大会（ソフトバレーボール・ソフトボール）など、垂水神社では 1 月 1 日の新年祭をはじめ、

春祭りや秋の例大祭など、垂水小学校では夏祭りなど、また垂水こども園で生活発表会などが行わ

れています。

垂 水 ふ れ あ い ま つ り

町 民 ふ れ あ い 運 動 会 ふ れ あ い ウ ォ ー ク

垂 水 神 社 の 秋 の 例 大 祭

垂 水 こ ど も 園 生 活 発 表 会

町 民 球 技 大 会

垂 水 小 学 校 夏 祭 り

敬 老 会
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垂水の概要 垂水町まちづくり計画 資料もくじ
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２－１　計画が目指す垂水の将来像
　コミュニティは、地域住民が主体となって行政との協働によるまちづくりを進めることで、個性

豊かで活力ある地域社会を創造することを目されています。そこで、第１次計画では、「自然、歴史

文化、人づくり」をキーワードに、「自然と歴史が調和し、人が輝くふるさと垂水」をめざす将来像

とし、その実現に向けて取り組んできました。

　今回、第２次計画を策定するに当たり、第１次計画の実績と垂水の地域性・特性を顧みて、垂水

のまちづくりは着実に進んでいるとの確信に立脚し、第２次計画の将来像は第１次計画と同様「自

然と歴史が調和し、人が輝くふるさと垂水」といたします。

２－２　まちづくりの３本柱
　垂水の将来像「自然と歴史が調和し、人が輝くふるさと垂水」を具現化していくため、第１次計

画において次の３本のまちづくりの柱を打ち立てています。第２次計画は、この３本のまちづくり

の柱を基本にし、計画事業を充実しました。

〔第１柱〕
豊かな自然と安全な住環境を守り育てます。
垂水が有する貴重な地域資源である、田園景観、土器川、垂水神社の鎮守の森など豊かな

自然と、災害や犯罪が少なく安心して暮らせる住環境を守り育てていく取り組みを行い、更

に進展させます。

〔第２柱〕
歴史文化施設の保全活用と小学校・こども園・保育園との連携などを通じ、教育
文化の振興に尽力します。

町内の垂水神社や七寺など、多くの歴史文化施設を未来に継承する事業と、小学校のふる

さと学習やこども園のふるさとのあそびなど、世代間交流を深めながら垂水の教育文化の向

上に取り組む事業を進めます。

〔第３柱〕
町民一人ひとりのふれあいを大切に、人が輝くまちづくりを推進します。
町民相互のふれあいを大切に、交流の場を通じて健康づくりや人づくり事業などを進める

と共に、自治会活動の促進及び加入促進なども行っていきます。

２－３　計画の変更
　本計画は、必要に応じ総会及び合同部会において変更できるものとします。

２－４　計画の期間
　本計画の期間については、平成 30 年度から５年間とします。

第２章　垂水町まちづくり計画
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垂水の概要 はじめに垂水町まちづくり計画資料

２－５　第１次まちづくり計画の実施事業
　〔環境、防犯、防火・防災など〕

土 器 川 清 掃

防 火 ・ 防 災 訓 練

垂 水 町 防 災 マ ッ プ

町 内 一 斉 清 掃

垂 水 防 犯 パ ト ロ ー ル 隊

第 1 2 分 団 巡 視
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垂水の概要 垂水町まちづくり計画 資料もくじ

13

　〔教育文化など〕

文 化 財 案 内 板 設 置 文 化 財 マ ッ プ

あ い さ つ 運 動『 垂 水 町 誌 』 発 刊

小 学 校 ふ る さ と 学 習

ひ つ じ ヶ 丘 ふ る さ と の あ そ び こ ど も 園 ふ る さ と の あ そ び

小 学 校 ふ る さ と 料 理
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垂水の概要 はじめに垂水町まちづくり計画資料

　〔健康福祉、人づくりなど〕

歌 声 喫 茶 敬 老 会

介 護 予 防 体 操健 康 相 談

男 性 料 理 教 室

ク リ ス マ ス 会

垂 水 っ 子 集 ま れ
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垂水の概要 垂水町まちづくり計画 資料もくじ
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２－６　第２次まちづくり計画事業

第１柱 　豊かな自然と安全な住環境を守り育てます。

対象分野 　環境、防犯、防火・防災など

　〔計画事業〕　１　生活環境改善に関する事業

事業の細目 実施内容 担当部会 関係部署

①町内一斉清掃の実施 ・定期的に町内の一斉清掃を行う。 環境部会 自治会

②花いっぱい運動の展開 ・花の苗を町民にプレゼントする。

・公園や道路脇の空き地などに木や花を植える。

環境部会 市

自治会

③水路の環境保全向上対策の推進 ・農家と非農家が協力し、水路の井出浚えを行う。 環境部会 土地改良

自治会

④町民マナー向上運動の展開 ・ゴミの放置対策を行う。

・犬の糞対策を行う。

・タバコのポイ捨て対策を行う。

環境部会 市

自治会

⑤公園、遊び場の充実 ・寺社の境内や小学校、こども園の運動場を利用する。

・公園、遊び場を新設する。

環境部会 寺社

小学校

こども園

市

⑥空家の環境整備の実施 ・空家の雑草や樹木の整備をする。

・空地の雑草や樹木の整備をする。

環境部会 市

　〔計画事業〕　２　犯罪・事故防止に関する事業

事業の細目 実施内容 担当部会 関係部署

①町内の安全点検の実施 ・町民を犯罪や事故から守るため、町内の危険個所

の調査をする。

総務部会 市

自治会

②防犯灯の設置 ・夜間の安全を守るため、防犯灯の設置を推進する。 環境部会 市

自治会

③子どもの安全対策の実施 ・子どもの通学時の見守りをする。

・自転車用ヘルメットの着用を指導する。

総務部会 小学校

ＰＴＡ

④道路改良対策の推進 ・幅員の狭い道路の改良を推進する。 環境部会 市

自治会

　〔計画事業〕　３　防火・防災に関する事業

事業の細目 実施内容 担当部会 関係部署

①自主防災組織の整備 ・自主防災組織の整備を行う。 体育部会 自治会

②垂水町防災マップの充実 ・垂水町防災マップを充実する。 総務部会 自治会

③防火・防災資機材の備蓄 ・防火・防災資機材を備蓄する。 総務部会 市

④防火・防災意識の啓発 ・災害の体験学習を行う。

・被災者の体験談を聴く機会を作る。

体育部会

⑤防火・防災・避難訓練の開催 ・防火・防災・避難訓練を開催する。 特別委員会 自治会
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第２柱 　歴史文化施設の保全活用と小学校・こども園・保育園との連携
　などを通じ、教育文化を振興します。

対象分野 　教育文化など

　〔計画事業〕　１　保・幼・小とのふれあい交流に関する事業

事業の細目 実施内容 担当部会 関係部署

①ふるさと学習の充実 ・ふるさと学習を実施する。 総務部会 小学校

白寿会

②ふるさとのあそびの充実 ・ふるさとのあそびを実施する。 総務部会 こども園

ひつじヶ丘

白寿会

③たるみのむかしばなしの充実 ・絵本を作成する。

・紙芝居を作成する。

総務部会 小中学校

こども園

ＰＴＡ

④あいさつ運動の展開 ・あいさつ運動を実施する。 総務部会 小中学校

　〔計画事業〕　２　歴史文化の伝承に関する事業

事業の細目 実施内容 担当部会 関係部署

①垂水文化財保存活用組織の整備 ・垂水文化財保存活用組織を整備する。 文化部会

②文化財等案内板の整備 ・文化財の案内板を設置する。

・寺社の樹木の案内板を設置する。

文化部会 寺社

③文化財マップの充実 ・文化財マップの改訂版を作成する。 文化部会 市

④ふれあいウォークのコース図の

　充実

・ふれあいウォークのコース図を充実する。 文化部会

⑤史跡等の鳥瞰図を整備 ・史跡等の鳥瞰図を作成する。 文化部会

⑥芸術（美術・音楽）鑑賞の推進 ・出前講座等を開催する。 文化部会 市
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第３柱 　町民一人ひとりのふれあいを大切に、人が輝くまちづくりを
　推進します。

対象分野 　健康福祉、人づくりなど

　〔計画事業〕　１　健康に関する事業

事業の細目 実施内容 担当部会 関係部署

①健康教室の推進 ・健康意識の高揚のため、健康教室を開催する。 保健部会 市

②健康体操の実施 ・健康づくりのため、介護予防体操や健康体操を実

　施する。

保健部会 市

③ふれあいウォークの開催 ・健康増進と史跡巡りを兼ねたウォーキングを実施

　する。

体育部会

保健部会

自治会

市

④各種料理講習会の実施 ・健康づくりと地域の交流を兼ねた料理講習会を実

　施する。

・男性の健康意識の高揚と地域の交流を兼ねた料理

　講習会を実施する。

・健康づくりと親子の交流を兼ねた料理講習会を実

　施する。

保健部会

　〔計画事業〕　２　福祉に関する事業

事業の細目 実施内容 担当部会 関係部署

①敬老会の開催 ・高齢者の交流のため敬老会を開催する。 福祉部会 市

②友愛訪問の実施 ・施設入所者との交流のため福祉施設を訪問する。 福祉部会 白寿会

③高齢者訪問の実施 ・高齢者との交流のため高齢者を訪問する。 福祉部会

④寝たきり高齢者訪問の実施 ・高齢者との交流のため寝たきり高齢者を訪問する。 福祉部会

⑤施設慰問の実施 ・施設入所者との交流のため福祉施設を訪問する。 福祉部会

保健部会

　〔計画事業〕　３　人づくりに関する事業

事業の細目 実施内容 担当部会 関係部署

①垂水人材バンクの更新 ・垂水人材バンクを更新する。 文化部会

　〔計画事業〕　４　ボランティアに関する事業

事業の細目 実施内容 担当部会 関係部署

①ボランティアの日の設定 ・ボランティア精神の醸成を図ることを目的とする。

　（単位自治会でプチボランティアを実施・道路の

　清掃）

文化部会 自治会
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　〔計画事業〕　５　交流の場づくりに関する事業

事業の細目 実施内容 担当部会 関係部署

①たるみふれあいまつりの開催 ・ふれあいまつりを開催する。 特別委員会

②町民運動会の開催 ・町民運動会を開催する。 特別委員会

③子どものイベントづくりへの参画 文化部会

④初日の出を迎える会の開催 ・初日の出を迎える会を開催する。 体育部会 自治会

⑤町民ソフトバレー大会の開催 ・町民ソフトバレー大会を開催する。 体育部会 自治会

⑥町民ソフトボール大会の開催 ・町民ソフトボール大会を開催する。 体育部会 自治会

⑦垂水っ子集まれの実施 ・垂水っ子集まれを実施する。 保健部会 市

⑧子育てサロンの実施 ・子育てサロンを実施する。 保健部会 愛育班

⑨歌声喫茶の開催 ・歌声喫茶を開催する。 福祉部会 白寿会

⑩日帰り研修旅行の実施 ・日帰り研修旅行を実施する。 総務部会 自治会

　〔計画事業〕　６　自治会活動等に関する事業

事業の細目 実施内容 担当部会 関係部署

①自治会の加入を促進 ・自治会加入のメリットを提示する。

　（自助・共助・公助の重要性）　

総務部会 自治会

②白寿会の加入を促進 ・白寿会の加入促進を図る。 白寿会

③町内関係団体の活動の活発化 ・町内関係団体の活動を活発化する。 総務部会 各団体

　〔計画事業〕　７　女性の地域づくりに関する事実

事業の細目 実施内容 担当部会 関係部署

①女性の地域づくり参画促進 ・高齢化、防火・防災などの課題に参画してもらう

　など、女性の活躍のための環境づくりを行う。

保健部会

福祉部会

体育部会
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